
アフリカのレジリエンス：
現代社会の困難を克服する創造性とフィールドワーク主義

特集の趣旨

この特集でわたしたちは、アフリカのレジリエンスの解明とそれを用いた現代社会の問

題解決を展望することを目指している。

アフリカとはなにか。

奴隷交易と産業革命と市民革命以降のヨーロッパ列強は、自分自身を「中心」とする世

界資本主義体制の序列分割の歴史のなかでアフリカを蹂躙し、ゆがめてきた。この非対称

性を産出したのは、アフリカ人を自由・平等・博愛から排除する、近代科学にもとづいた

分類と序列化だった。現代にいたるまで差別と抑圧が連動しながら持続してきた支配の構

造をアフリカの側から研究することは、貶められる側、差別される側、殺される側に対し

て猛威をふるう、近代西洋に由来するグローバル中枢からの圧倒的な諸力を克明に見すえ

ることを可能にする。

地域や時代や文化にかかわらず、ひとは生活のなかで、病いや貧困、紛争、災害、生活

環境の破壊に直面する。アフリカをふくむ人間社会は、いのちと実存にかかわるほとんど

普遍的といってよい生活の困難にたいし、様々な対処の仕組みを発達させてきた。家族、

親族、友人、地域を機軸にした生活共同は、アフリカであれ、欧米であれ、日本であれ、

いつどんな社会においてもつねにひとつの要素として存在し続けてきた。いいかえれば、

人間の生存にとってもっとも基本的な条件は、相互扶助、相互依存である。アフリカの人

びとの困難を克服する実践を問うことは、世界システムの力が引き起こす難局をどうにか

して切り抜けるためのローカルでミクロな生活の連帯をとらえなおすことであり、現代世

界の共生論理を解明することも可能にする。

レジリエンスとはなにか。

現代社会は大規模災害、環境劣化、資源・食糧危機、感染症、紛争・テロリズム、組織

犯罪、貧困・所得格差、強制移住をはじめ、多くの困難や問題を抱えている。アフリカ社

会は、自然災害や人的災害によって傷ついた社会を修復する際、現代のグローバル化や過

去の冷戦構造あるいは植民地支配のなかで、異なる理念や態度と衝突し、交織しながら新
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しい実践や思想を創造してきた。この特集では、自然災害や人的災害によって破綻をきた

した関係をなおす多様なわざ、地域と時代の文脈に対応して利用可能な方法・資源を組み

合わせた、社会修復への DIY の実践を「レジリエンス」と呼ぶ。

どのような方法をとるか。
インテンシブ

日本のアフリカ研究の方法的な特徴は、長期の集約的なフィールドワークにもとづいて

生活感覚をまるごとわかろうとすることにある。その実践の核心には、まるでひたむきに

地を這うみたいなとか、ばかばかしいほど瑣末な事柄をひろいあつめるようなとか形容さ

れるように、探究の過程で発見されるものによって教えられるということに、からだごと

の知をあずける受動的な態度がある。たとえば人類学者であれば、一足とびにアンケート

調査や聞き取り調査をはじめるのではなく、自然発生的な会話のなかで、刻一刻、具体的

な文脈と社会関係に即して、背景知がまさに自発的に活性化されている現場を見さだめよ

うとする。

ある自己反省がそのフィールドワークの姿勢を支えている。近代の理性がおちこんでき

た方法主義という強迫観念への反省、もっと具体的にいえば、調査者が、現地の人びとの

リアリティとは関係のないところで勝手に切り取り構成した対象社会のイメージを、調査

項目やリサーチクエスチョンとして具現化し、様々な分析手順にかけることで異文化理解

の様式を生産してきたということへの自己批判である。

徹底したフィールドワーク主義による探究は、アフリカのレジリエンスと交叉するドメ

インに、なにを見いだすことができるのか。

そこには、たとえば、放浪者やはみだしもの、霊的存在や動物などの多種多様な存在を

交織するまで共同体を再構想し続けるフレキシブル・シティズンシップの実践がみなぎっ

ている。あるいはまた、多声的ですりあわせと異化によって転成する真理と、そのような

変幻自在な真理に立脚した合意形成によって紛争をおさめる平和思想が息づいている。全

世界的拡張の歴史のなかで欧米社会が制度化してきた規則は、これらの社会の再構築・修

復を実現する建設的な共同の営為に、「時代遅れのまがい物」という烙印をおしてきた。

しかし、この特集に寄稿した研究者たちは「グローバルな均一化」の方向性とは異なる道

筋をたどって、社会生活を復興するための人びとの創意工夫に注意している。

この特集は、アフリカのレジリエンスを体系的に厳密に論証するものではない。むしろ、

今後のレジリエンス論の豊穣化と精緻化にとって役に立つ経験的なデータと研究展望を呈

示することに眼目がある。特集を構成するのは以下の5本である。
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田原論文は、イギリス植民地政府が文化・社会統制を繰りだしながら移植した、自然主

義にもとづく医学のシステムにたいして、アサンテ社会が生物医学をとりいれるいっぽう

で、在来医療や固有の人間観を手放すことなく、新しい治療実践を創造してきたことを解

明している。

梅屋論文はケープタウンのゼノフォビアの発現構造にわけいる。移民労働者は利便性、

セキュリティの理由により集住傾向を示す。立ち現れたエスノスケープにはネガティブな

紋切り型が付着し、対立と暴力が発現する。ゼノフォビアのレジリエンスに対抗できるも

のがあるとすれば、アフリカ的寛容さや内部／外部の媒介的実存のレジリエンスであろう。

波佐間論文は東ナイル系牧畜民社会のレジリエンスに関する短篇民族誌である。焦点は、

家畜略奪や強制定住政策がもたらした個人的な感情生活の座礁と集合的な生業実践の停滞

からの回復過程であり、牧畜家畜が異なる水準のレジリエンスの淵源であると結論する。

榎本論文は、2000年代以降、開発、災害リスク軽減、紛争解決、平和構築の分野で「レ

ジリエンス」が多用されるようになり、用語の系譜と拡散の意味を批判的に検討する多く

の学術研究が現れたことを指摘する。レビューは、アフリカニストがこの用語の使用目的、

実現可能性、戦略に自覚的でなければならないと警告して閉じられる。

森口論文は、近年のウガンダを対象とする民族誌的事例を参照し、アフリカン・シティ

ズンシップの基礎となるような、非常に柔軟で可塑的なセルフの感覚を示唆する。森口に

よると「生命力」は外在化された情動と移動性とに偏在する。それがある時にはレジリエ

ンス、またある時にはレジスタンスとして血肉化するのである。

言うまでもなく、この特集の執筆者たちは、アフリカ社会のローカルで関係的な知性に

依拠した方法を理想化したり、合理的理性を優先する原則を排除したりすることを意図し

てはいない。合理的理性を優先する原則も、歴史的には、道徳的および社会的エイジェン

シーとの広範な組み合わせによって、水平的な人間関係の地平を切り開いてきた。しかし

それでもなお、21世紀の多文化社会の構築にとって、いままでとは別種の分断と差異への

眼と交渉・折衝手法の確立こそがますます切実な課題となっている。そのような意識をわ

たしたちは共有しながら、課題解決に助力するひとつの方法として、アフリカのレジリエ

ンスを探究しようとしている。

（波佐間逸博）
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